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１．今「美しい四国」を考えるとき

これまでの議論の経緯

第1回委員会 平成17年9月9日開催

第２回委員会 平成18年2月28日開催

美しい四国づくりシンポジウム 平成18年７月１日開催
●「美しい四国づくり」宣言

第３回委員会 平成19年3月１日開催
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１．今「美しい四国」を考えるとき

これまでの議論の経緯

第1回委員会 平成17年9月9日開催
●「四国の魅力、美しさとは何か」、
「どのような取り組みをすればよいか」
の２つのテーマで意見交換

第２回委員会 平成18年2月28日開催
●「美しい四国」の基本理念、
「美しい四国づくり」の基本方針、
について議論



１．今「美しい四国」を考えるとき

これまでの議論の経緯

美しい四国づくりシンポジウム 平成18年7月1日開催
●基調講演 西村幸夫 教授 （東京大学大学院工学系研究科）

演題「心に残る風景づくりと四国」

●パネルディスカッション ～美しさの再発見、広げよう地域の魅力～
コーディネーター 梅原 利行（美しい四国づくり委員会委員長）
パネリスト
◎美しい四国づくり委員会委員
木村 尚三郎 氏 （静岡文化芸術大学学長）

西村 幸夫 氏 （東京大学大学院工学系研究科教授）

立木 さとみ 氏 （立木写真舘常務取締役）

◎地域代表
亀井 俊明 氏 （鳴門市長）

中村 英雄 氏 （NPO法人 新町川を守る会会長）

大南 信也 氏 （NPO法人 グリーンバレー理事長）

●地域代表事例紹介

鳴門市のまちづくり／新町川を守る会の活動／せかいのかみやまに向けた活動

●「美しい四国づくり」宣言
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１．今「美しい四国」を考えるとき

第３回委員会 平成19年3月１日開催
●「美しい四国づくり」の情報発信や
モデルプロジェク トの対象や進め方について議論

●四国らしい美しさというものをしっかりとらえ、
四国各県で統一した景観づくりの取り組み（条例等）
をつくれないかという提案

これまでの議論の経緯



「美しい四国づくり」の理念、基本方針、宣言

≪理念≫

人々を包み込む
心の原風景

風景と調和した
新たな美の創造

四国人の
心の美しさ

「四国はひとつ」
つなぎあう魅力

ふるさとの美しい
原風景の保全・継承

調和が生み出す
新しい魅力の創造

四国に根付く心の美しさ
を活かした取組

四国の美のトータル・
コーディネート

≪基本方針≫ ≪宣言≫

美
し
い
四
国
づ
く
り
宣
言

3



≪四国の美の基本理念≫

人々を包み込む 心の原風景

風景と調和した 新たな美の創造

四国人の心の美しさ

「四国はひとつ」つなぎあう魅力

２．「四国の美」の基本理念



２．「四国の美」の基本理念

変化に富んだ手付かずの美しい自然

個性的な発展を遂げた街。

農村や漁村などの人々の営みが織り成す風景。

人々を包み込む心の原風景

≪四国の美の基本理念≫
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小豆島エンジェルロード（天使の散歩道）
（香川県土庄町）

因島公園からの夕景

瀬戸内海の多島美



石鎚山（愛媛県西条市）

四国カルスト（愛媛県久万高原町）

四国内の山々
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大歩危峡（徳島県）

吉野川（徳島県）

四万十川（高知県）

四国内の清流、渓谷



足摺岬（高知県土佐清水市）

桂浜（高知県高知市）

四国内の海岸

だるま夕日（高知県宿毛市）
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２．「四国の美」の基本理念

変化に富んだ手付かずの美しい自然

個性的な発展を遂げた街。

農村や漁村などの人々の営みが織り成す風景。

人々を包み込む心の原風景

≪四国の美の基本理念≫



吉良川町伝統的建造物群保存地区
（高知県室戸市）

八日市・護国のまち並み（愛媛県内子町）

歴史や文化と調和した個性的な街
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歴史や文化と調和した個性的な街

12

本島町笠島集落（香川県丸亀市）

うだつの街並み（徳島県・美馬市脇町）



２．「四国の美」の基本理念

変化に富んだ手付かずの美しい自然

個性的な発展を遂げた街。

農村や漁村などの人々の営みが織り成す風景。

人々を包み込む心の原風景

≪四国の美の基本理念≫
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宇和海の養殖いかだ（愛媛県宇和島市）

茶畑（高知県津野町）

農村や漁村など人の営みと調和した美しさ



神在居の千枚田
（高知県檮原町）

かんざいこ
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遊子の段畑（愛媛県宇和島市）
ゆす



２．「四国の美」の基本理念

厳しい自然や不便さを克服するために作り上げ
てきた人工構造物は、

自然と融合し、自然とのコントラストを見せて、
個性的な風景となっている。

風景と調和した新たな美の創出

≪四国の美の基本理念≫
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豊稔池堰堤（香川県観音寺市）

日本最古のマルチプルアーチダム（多連式） 香川県の土木遺産



徳島県の土木遺産

佐古配水場（徳島市）

イギリス積みの煉瓦づくりの配水場
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切妻屋根・杉皮葺き・橋台野面石乱積の屋根付き橋 愛媛県の土木遺産

20

田丸橋に代表される内子町周辺の
屋根付き橋（内子町）

日本現役最古の道路可動橋

長浜大橋
（大洲市）



洪水時に水に沈む沈下橋（四万十川に４７本残る） 高知県の土木遺産

佐田の沈下橋（四万十市）
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四国の土木遺産

瀬戸内しまなみ海道

瀬戸内海と調和した構造物



２．「四国の美」の基本理念

四国には、自分たちの地域を自分たちの手でふ
るさとを守り育む「普請の精神」が根付いている。

お遍路さんをはじめ訪れる人々に暖かくもてな
す「お接待の心」も受け継がれている。

こうした「心の美しさ」も四国の大切な宝。

四国人の心の美しさ

≪四国の美の基本理念≫
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四国人の心の美しさ

遍路道修復の

ボランティア作業

四国伝統のお遍路文化とお接待の精神



２．「四国の美」の基本理念

四国は一周約1,400ｋｍ海に囲まれた独立した地
域。

ここに、原風景や人々の営みにより創造された風
景、そして人々のふれあいなど、さまざまな美しさ
を醸成している。

遍路道のように「四国がひとつ」につながったとき、
トータルな美の世界、それこそが四国の魅力。

「四国はひとつ」つなぎあう魅力

≪四国の美の基本理念≫
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８８番大窪寺

１番霊山寺

遍路道では「四国はひとつ」

４３番明石寺



３．「美しい四国づくり」の基本方針

≪理念≫

人々を包み込む
心の原風景

風景と調和した
新たな美の創造

四国人の
心の美しさ

「四国はひとつ」
つなぎあう魅力

ふるさとの美しい
原風景の保全・継承

調和が生み出す
新しい魅力の創造

四国に根付く心の美しさ
を活かした取組

四国の美のトータル・
コーディネート

≪基本方針≫
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失われつつある
四国の美しい自然、
農村・漁村、歴史的街並みを
保全、修復、再生し、
後世まで伝えていく。

３．「美しい四国づくり」の基本方針

≪「美しい四国づくり」の基本方針≫

●ふるさとの美しい 原風景の保全・継承



ふるさとの美しい原風景の保全・継承

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●歴史的街並みの保全
（徳島県・脇町うだつの街並み）
・有名作家の絶賛による町内外の注目、
・地域住民も町並みのすばらしさ、価値を認識。
強いリーダーシップの存在

●瀬戸内花いっぱい運動
（香川県・詫間町 志々島）
・美しさに関する参加者の強い思い
・かつての島を再生するという共通の価値認識

16



①ふるさとの美しい原風景の保全・継承

歴史的街並みの保全
（徳島県・美馬市）

瀬戸内花いっぱい運動
（香川県・詫間町 志々島）



ふるさとの美しい原風景の保全・継承

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●森林保全・再生／植林活動（高知県・梼原町）
（主として間伐）
・地域の交流資源(文化･食材と間伐)、
都市との交流、河川の上下流で水源を守る

●棚田の保全／棚田のオーナー制度
（徳島県・上勝町）
・地域存続に係わる危機的状況の共通認識、
交流の輪により負担を分担
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①ふるさとの美しい原風景の保全・継承

森林保全・再生／植林活動
（高知県・梼原町）
（主として間伐）

棚田の保全／棚田の
オーナー制度

（徳島県・上勝町）



景観を阻害する人工物の排除や、
景観と調和した施設などの整備により、
新しい魅力を吹き込んだ
空間づくりを進める。

３．「美しい四国づくり」の基本方針

≪「美しい四国づくり」の基本方針≫

●調和が生み出す新しい魅力の創造
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調和が生み出す新しい魅力の創造

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●電線類の地中化事業
（徳島県・徳島市）
・関係者の合意形成における良好な道路空間の創出

●自然景観に調和した公共空間の整備
・・・木製防護柵
（香川県・まんのう町）
・美しさに関する参加者の強い思い
・地場産品を活用した木製防護柵
・周辺景観に配慮するという意識の醸成



②調和が生み出す新しい魅力の創造

電線類の地中化事業
（徳島県・徳島市）

自然景観に調和した公共空
間の整備／四国スタンダード
（香川県・まんのう町）
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調和が生み出す新しい魅力の創造

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●現代アートの融合による新しい美の創造
（香川県・直島町）
・民間企業との協働と連携
・民間企業と地域振興への寄与

●空き店舗を利用した放置自転車対策
（香川県・高松市）
・地域自らが課題を改善（空間の有効利用）
・関係者の地域を良くしようと意識の醸成



②調和が生み出す新しい魅力の創造

空き店舗を利用した
放置自転車対策

（香川県・高松市）

現代アートの融合による
新しい美の創造

（香川県・直島町）
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現代において風化しつつある
四国伝統の普請、お接待の精神を再興し、
地域で力をあわせて、
美しい四国づくり運動をする。

●四国に根付く心の美しさを活かした取組

３．「美しい四国づくり」の基本方針

≪「美しい四国づくり」の基本方針≫



四国に根付く心の美しさを活かした取組

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●ボランティア・サポート・プログラム
／ふれあい四国路（愛媛県・愛南町）
・住民らの活動に対する行政の後押し
・地域が自ら地域を美しくしたいという意識の醸成
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四国において、ボランティア・サポート・プログラム
（ボランティアを活用した道路の清掃・美化制度）に
登録しているボラティア団体数は、３３８団体

全国の約１／４

①清掃、②除草、
③花の管理等
を実施

地方ブロック別の実施団体数

実
施
団
体
数

平成１８年３月現在

四国における団体の活動内容

314

154 144

20
0 2

0

50

100

150

200

250

300

350

清掃 除草 花の管理 植栽の管理 除雪 その他

実
施
団
体
数

③四国に根付く心の美しさを活かした取組

≪ボランティア・サポートプログラム≫



③四国に根付く心の美しさを活かした取組

ボランティア・サポート・プログラム
／ふれあい四国路（愛媛県・愛南町）
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四国に根付く心の美しさを活かした取組

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●地域主導による美しい河川空間の形成
（徳島県・徳島市）
・地域の観光資源と捉えた積極的な取り組み
・会自らが主導で運営資金を調達、
支援する行政の存在



③四国に根付く心の美しさを活かした取組

川の清掃 観月演奏会ひょうたん島
周遊船

※ひょうたん島

市内中心部を流れる
新町川と助任川で囲
まれた中州。 ひょう
たんの形に似ている。

☆徳島市の新町川等の清掃
☆吉野川の水源地の山林の植樹活動
☆ひょうたん島周遊船、吉野川クルージ

ングの運行
☆観月演奏会、あじさいライトアップ等観

光イベント

取り組みの特徴取り組みの特徴

≪徳島県徳島市（新町川）の取組事例≫
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四国に根付く心の美しさを活かした取組

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●芸術を活かした地域づくり活動
／神山アーティスト・レジデンス
（徳島県・神山町）
・町へアーティストを誘致
・アトリエを訪問し、作家から話を聞く
「オープン・アトリエツアー」

・大栗山アートウォーク等



③四国に根付く心の美しさを活かした取組

・・神山アーティスト・イン・レジデンス神山アーティスト・イン・レジデンス
（芸術を活かした地域づくり）

オープン・アトリエ・ツアー
作家からの説明の様子 大栗山アートウォークの様子

≪徳島県神山町の取組事例≫
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四国に根付く心の美しさを活かした取組

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●住民主導による美しい街並みの創造／たくみの会
（高知県・梼原町）
・道路整備の代替地計画等の調整役を
住民主体の団体が主導、
地域住民の強い自立意識、

・住民らの活動に対する行政の後押し
●千代田オーナー制度／千代田ふるさと会
（高知県・梼原町）
・棚田の貸し出しによる景観の維持管理



住民参加による道づくり

千枚田オーナー制度
（高知県梼原町

千枚田ふるさと会）

出典）中国四国農政局ホームページ

地域住民の協働による
道づくり

（高知県梼原町たくみの会）

③四国に根付く心の美しさを活かした取組
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≪協働の精神で地域を活性化した例（高知県梼原町） ≫



≪協働の精神で地域を活性化した例（高知県梼原町） ≫

住民参加による道づくり（梼原町） 出典）中国四国農政局ホームページ

高齢者就業率

71.4%

56.4%

23.7%

50.5%

35.3%

16.8%

38.7%

27.9%

13.2%

36.7%

24.4%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

65～69歳

70～74歳

75歳～

全国

四国

大豊町

梼原町

資料）全国・四国 総務省統計局 就業構造基本調査

（H14）大豊村・檮原町 国勢調査（H12）

③四国に根付く心の美しさを活かした取組

全国

四国
大豊町

檮原町



四国各地での取り組みをつなぎ合い、
相互に高め合い、
総合的にコーディネートすることによって、
トータルとしての四国の魅力を発揮する。

●四国の美のトータル・コーディネート

３．「美しい四国づくり」の基本方針

≪「美しい四国づくり」の基本方針≫
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３．「美しい四国づくり」の基本方針

●歴史文化道
・平成９年、四国の官民が一体となって
「歴史文化道推進協議会（会長：四国経済連合会
会長）」を設立.

・歴史的テーマを持つ１１のモデル地域を設定
・地域の資源の活用（地域の物語の継承）

四国の美のトータル・コーディネート



・官民一体で、四国の歴史・文化資産を活かし、地域に対する誇りと愛着心を高める

・地域の魅力向上による交流人口の増大、中山間地域の活性化 等

、

平成９年、四国の官民が
一体となって「歴史文化
道推進協議会（会長：四
国経済連合会会長）」を
設立.

歴史的テーマを持つ１１
のモデル地域を設定

④四国の美のトータル・コーディネート

≪歴史文化道（四国の歴史・文化を活かした魅力づくり）≫

道後温泉（松山歴史文化道）

金比羅宮（金比羅歴史文化道） 27



④四国の美のトータル・コーディネート

歴史・文化道案内板
パンフレット、広報誌、イベン
ト等によるPR



四国の美のトータル・コーディネート

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●広域観光ネットワークの景観演出
／四万十川広域観光推進協議会
（高知県西南地域）

・「日本最後の清流」というブランド意識、
観光資源としての価値認識の共有

・四万十川を守るという参加者それぞれの強い思い、
官民連携体制

28



≪高知県四万十川の取組事例≫
＜広域観光ネットワークの景観演出
/四万十川広域観光推進協議会（高知西南地域）＞

④四国の美のトータル・コーディネート



④四国の美のトータル・コーディネート

広域観光ネットワークの景観演出
／四万十川広域観光推進協議会（高知県西南地域）
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④四国の美のトータル・コーディネート



四国の美のトータル・コーディネート

３．「美しい四国づくり」の基本方針

●四国ふるさと普請の取り組み
（四国地方整備局）
・交流の拡大が更なる取り組みの
増進につながる好循環の形成

・やりがいのある元気な地域づくりの
取り組みの推進

30



「四国ふるさと普請」とは

四国の活性化に向けて、

四国各地のボランティア活
動のさらなる展開をはかり、

地域と行政の協働による

元気で活力ある地域づくり
を目指す取り組み。

《「四国ふるさと普請」への整備局の取り組み》

四国ふるさと普請大会

④四国の美のトータル・コーディネート



「地域での会」開催

《平成１８年度の取り組み》

活動の交流

南予はおいしいぞ in 岩松

四国ふるさと普請 in 直島

風景を活かした地域づくりﾌｫｰﾗﾑ

神山アーティスト・イン・レジデンス

香川

愛媛 高知

ねらい① 継続
⇒これまでの活動、今後の活動をつなぐ

ねらい② つなぐ
⇒様々な人と人、団体間との交流を促進する

ねらい③ 担い手づくり
⇒次代のリーダー発掘、担い手を育成する

地域づくり活動団体が主体の会で、
意見交換、情報交換を実施

地域づくり活動団体が主体の会で、
意見交換、情報交換を実施

四国ふるさと普請ＨＰ開設

情報の交流

地域づくりの情報発信、情報共有、
意見交換の場を開設

地域づくりの情報発信、情報共有、
意見交換の場を開設

（オープンアトリエツアー） （夜なべ談義で活動の悩み解決）

（風景から地域の魅力再発見）（町並み保存活動の中心、酒蔵で交流）
・活動団体のＰＲ
・四国の元気人紹介

・ネット座談会
・最新イベント情報

ホームページ コンテンツ

徳島

H18.10.22開催 H18.12.2開催

H18.10.21開催H18.11.26開催

④四国の美のトータル・コーディネート
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「美しい四国づくり」の理念、基本方針、宣言

≪理念≫

人々を包み込む
心の原風景

風景と調和した
新たな美の創造

四国人の
心の美しさ

「四国はひとつ」
つなぎあう魅力

ふるさとの美しい
原風景の保全・継承

調和が生み出す
新しい魅力の創造

四国に根付く心の美しさ
を活かした取組

四国の美のトータル・
コーディネート

≪基本方針≫ ≪宣言≫

美
し
い
四
国
づ
く
り
宣
言



４．「美しい四国づくり」宣言

瀬戸内海の美しい島々、見上げる山々、清流と渓谷、そしてお遍路文化。

四国に残された豊かな自然や歴史・文化、ふるさとの原風景は、

かけがえのない日本の宝です。

これからの「心」の時代に、これらを活かし、人々の心を温かく包み込む、

五感に訴え、心の安らぎを与える美しい四国を築いていくことが大切です。

そのため、四国伝統の普請やお接待の精神を大いに発揮し、

心をひとつに、「住んで良し、訪れて良し」の四国づくりを進めます。

そして、この魅力ある四国を、国内はもちろん世界に発信していきます。

すばらしい四国の未来を願って、ここに美しい四国づくりを宣言します。
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◎ふるさとの原風景を守り育て、いき
いきとした人々の営みにより、美
しい四国を創造します。

４．「美しい四国づくり」宣言

自分たちの地域や暮ら
しをどうするかを自分
達で考え、改善してい
く。

風景づくりは、地域か
ら守る努力をしてこそ
配慮される。

地域主役、行政支援の
精神のもとで実施する
地域づくりは、企業も
行政も参加する地域全
体の展開につながり、
子ども達に地域の良さ
を伝えていく。

≪基本となる視点≫



４．「美しい四国づくり」宣言

地域のいいところをみ
んなに見てもらい、地
域のありふれた風景を
外部の人の新鮮な目を
通じて、地域の資源を
洗い直す。

地域間において、適度
な競い合いが互いの魅
力を磨くこともある。

≪基本となる視点≫

◎ふるさとの原風景を守り育て、いき
いきとした人々の営みにより、美
しい四国を創造します。

◎地域の自然や文化に誇りと自信を持
ち、おしゃれで洗練された魅力へ
と磨きをかけていきます。
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４．「美しい四国づくり」宣言

お持てなしの心で暖か
く旅人を迎え、四国内
外の他の地域の人々と
語り合う機会を増やす。

訪れる人の立場にたっ
て、人のこころを動か
す情報を伝えることが
大切である。

≪基本となる視点≫

◎ふるさとの原風景を守り育て、いき
いきとした人々の営みにより、美
しい四国を創造します。

◎地域の自然や文化に誇りと自信を持
ち、おしゃれで洗練された魅力へ
と磨きをかけていきます。

◎四国内外に交流の輪を広げ、おもて
なしの心をもって、訪れる人々を
心から歓迎します。



４．「美しい四国づくり」宣言

地域が競い合ってよい
ものをつくる。

アイデンティティを
もって自立した個々の
地域が連携・交流する
ことにより、地域の魅
力を磨く。

四国全体として統一的
な景観コンセプトをつ
くる。

≪基本となる視点≫

◎ふるさとの原風景を守り育て、いき
いきとした人々の営みにより、美
しい四国を創造します。

◎地域の自然や文化に誇りと自信を持
ち、おしゃれで洗練された魅力へ
と磨きをかけていきます。

◎四国内外に交流の輪を広げ、おもて
なしの心をもって、訪れる人々を
心から歓迎します。

◎地域をつなぎあい、「四国はひと
つ」の取組を進め、四国ブランド
を世界に情報発信します。
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４．「美しい四国づくり」宣言

◎ふるさとの原風景を守り育て、いきいきとした人々
の営みにより、美しい四国を創造します。

◎地域の自然や文化に誇りと自信を持ち、おしゃれで
洗練された魅力へと磨きをかけていきます。

◎四国内外に交流の輪を広げ、おもてなしの心を
もって、訪れる人々を心から歓迎します。

◎地域をつなぎあい、「四国はひとつ」の取組を
進め、四国ブランドを世界に情報発信します。



５．「美しい四国づくり」の今後の展開

≪理念≫

人々を包み込む
心の原風景

風景と調和した
新たな美の創造

四国人の
心の美しさ

「四国はひとつ」
つなぎあう魅力

ふるさとの美しい
原風景の保全・継承

調和が生み出す
新しい魅力の創造

四国に根付く心の美しさ
を活かした取組

四国の美のトータル・
コーディネート

≪基本方針≫ ≪宣言≫

美
し
い
四
国
づ
く
り
宣
言
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５．「美しい四国づくり」の今後の展開

≪今後の展開≫

美しい四国づくり宣言

「美しく、楽しく、住みやすい、自慢の地域づくり」
を進めることを提唱

目指していく方向

風景を美しくする
美しい気持ちを持った人を育てる
人と人の交流・連携による地域コミュニティの
再生を図る



５．「美しい四国づくり」の今後の展開

≪今後の展開≫

宣言を活かした地域づくり
を四国全域で展開

美しい四国づくり宣言を
生かした四国四県の取組
指針を作成・・・

美しい四国づくり宣言

≪委員会の役割≫

運動推進機関

・取組指針、施策
へのアドバイス

・取り組み状況の
フォローアップ
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